
　
太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
信
頼
性
向
上
に
つ
な
が
る
部
材
の
拡
販
に
化
学
メ
ー

カ
ー
が
力
を
入
れ
て
い
る
。
昨
年
は
太
陽
光
パ
ネ
ル
市
況
の
急
落
を
受
け
て
部
材

の
需
要
も
低
迷
し
た
も
の
の
、
太
陽
電
池
の
信
頼
性
に
対
す
る
意
識
は
高
ま
っ
て

お
り
、
化
学
メ
ー
カ
ー
に
巻
き
返
し
の
チ
ャ
ン
ス
が
訪
れ
て
い
る
。

　
イ
ン
キ
大
手
各
社
は
国
内
事
業
の
再
編
に
よ
る
収
益
改
善
で
成
果
を
上
げ
て
い

る
。
市
場
が
急
拡
大
中
の
東
南
ア
ジ
ア
各
国
な
ど
に
対
し
、
日
本
市
場
は
そ
の
陰

に
隠
れ
が
ち
だ
。
だ
が
、
依
然
と
し
て
規
模
そ
の
も
の
が
大
き
く
、
ま
た
高
品
質

で
環
境
配
慮
型
イ
ン
キ
が
多
く
使
わ
れ
る
日
本
市
場
は
各
社
の
収
益
の
屋
台
骨
と

な
っ
て
い
る
。

太陽電池部材拡販へ
信
頼
性
向
上
が
カ
ギ
技
術
力
・
高
品
質
ア
ピ
ー
ル

インキ大手国内再編
各
社
、
収
益
改
善
進
む
食
品
包
装
用
な
ど
堅
調

Ｊ
Ｎ
Ｃ
は
太
陽
光
追
尾
型
発

電
設
備
の
実
証
試
験
を
開
始

し
た

　
欧
州
で
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の

出
力
低
下
が
相
次
い
だ
こ
と

で
、
日
本
で
も
２
０
１
２
年

夏
ご
ろ
か
ら
太
陽
電
池
シ
ス

テ
ム
の
出
力
が
低
下
す
る

「
Ｐ
Ｉ
Ｄ
現
象
」
へ
の
関
心

が
高
ま
っ
た
。
一
因
と
さ
れ

る
の
が
、
主
要
部
材
の
エ
チ

レ
ン
酢
酸
ビ
ニ
ー
ル
共
重
合

樹
脂

Ｅ
Ｖ
Ａ

系
封
止
材

か
ら
発
生
す
る
酢
酸
。
電
流

漏
れ
に
よ
る
太
陽
発
電
モ
ジ

ュ
ー
ル
の
出
力
低
下
を
招
く

可
能
性
が
あ
る
と
さ
れ
る
。

　
三
菱
樹
脂
は
ポ
リ
オ
レ
フ

ィ
ン
系
封
止
材
を
手
が
け
て

い
る
。
１
月
末
に
ケ
ミ
ト
ッ

ク
ス
が
実
施
し
た
Ｐ
Ｉ
Ｄ
効

果
の
試
験
結
果
に
よ
る
と
、

三
菱
樹
脂
製
の
封
止
材
を
搭

載
し
た
太
陽
発
電
モ
ジ
ュ
ー

ル
で
Ｐ
Ｉ
Ｄ
現
象
は
確
認
さ

れ
な
か
っ
た
。
三
菱
樹
脂
で

は
試
験
結
果
を
基
に
、
一
部

の
採
用
に
と
ど
ま
っ
て
い
た

封
止
材
を
大
手
パ
ネ
ル
メ
ー

カ
ー
に
売
り
込
む
。

　
東
レ
は
太
陽
電
池
向
け
バ

ッ
ク
シ
ー
ト
を
製
造
販
売
す

る
。

年
夏
に
大
津
市
の
瀬

田
工
場
に
Ｐ
Ｉ
Ｄ
現
象
の
評

価
設
備
を
導
入
。
ユ
ー
ザ
ー

へ
の
信
頼
性
向
上
に
つ
な
げ

る
ほ
か
、
自
社
の
新
製
品
開

発
に
も
用
い
る
。

　
Ｄ
Ｉ
Ｃ
も
マ
ス
タ
ー
バ
ッ

チ
の
ほ
か
、
バ
ッ
ク
シ
ー
ト

向
け
に
紫
外
線

Ｕ
Ｖ

を

吸
収
す
る
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
剤

な
ど
の
開
発
に
力
を
入
れ
て

い
る
。
Ｕ
Ｖ
吸
収
に
よ
っ
て

バ
ッ
ク
シ
ー
ト
の
耐
候
性
が

高
ま
る
。

　
カ
ネ
カ
も
自
社
の
薄
膜
シ

リ
コ
ン
太
陽
電
池
が
Ｐ
Ｉ
Ｄ

に
対
し
て
高
い
耐
性
を
持
つ

こ
と
が
ケ
ミ
ト
ッ
ク
ス
に
よ

っ
て
実
証
さ
れ
た
と
発
表
し

て
い
る
。
初
期
性
能
だ
け
で

な
く
、
長
期
使
用
を
想
定
し

た
上
で
の
メ
リ
ッ
ト
を
顧
客

に
訴
え
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
Ｊ
Ｎ
Ｃ
子
会

社
の
千
葉
フ
ァ
イ
ン
ケ
ミ
カ

ル
は
千
葉
県
市
原
市
内
で
太

陽
光
追
尾
型
発
電
設
備
の
実

証
実
験
を
始
め
た
。
米
Ｑ
Ｂ

ｏ
ｔ
ｉ
ｘ
の
２
軸
の
太
陽
光

追
尾
の
技
術
を
採
用
。
定
置

型
パ
ネ
ル
よ
り
約
４
割
増
の

発
電
量
を
見
込
ん
で
い
る
。
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印
刷
イ
ン
キ
工
業
連
合
会

に
よ
る
と
、
２
０
１
２
年
の

印
刷
イ
ン
キ
の
国
内
生
産
量

は
前
年
比
２
・
０
％
減
の

万
６
０
１
６

。
出
荷
量
は

同
１
・
９
％
減
の

万
４
９

３
８

、
出
荷
額
は
同
０
・

２
％
減
の
２
９
７
５
億
３
５

０
０
万
円
と
な
っ
た
。
日
本

で
は
人
口
減
少
や
紙
媒
体
の

デ
ジ
タ
ル
化
が
進
ん
だ
こ
と

か
ら
、

年
以
降
で
は

年

の
国
内
生
産
量

万
４
６
１

８

を
ピ
ー
ク
に
下
落
傾
向

が
続
い
て
い
る
。

　
だ
が
、
各
社
の
国
内
事
業

は
増
益
基
調
に
あ
る
。
例
え

ば
、
Ｄ
Ｉ
Ｃ
の

年
３
月
期

の
国
内
印
刷
用
イ
ン
キ
事
業

の
売
上
高
は
８
８
４
億
円
と

前
年
度
比
２
・
５
％
減
だ

が
、
営
業
利
益
は

億
円
と

同
約

％
増
の
見
通
し
だ
。

　
各
社
、
工
場
や
開
発
機
能

な
ど
国
内
事
業
の
見
直
し
を

図
っ
て
い
る
。
Ｄ
Ｉ
Ｃ
は
こ

こ
数
年
で
全
国
の
主
要
工
場

を
閉
鎖
し
た
ほ
か
、
営
業
拠

点
の
統
廃
合
や
製
品
の
集
約

な
ど
を
実
施
し
た
。
サ
カ
タ

イ
ン
ク
ス
は
３
月
に
千
葉
県

船
橋
市
の
旧
船
橋
工
場
を
売

却
し
た
一
方
、

年
３
月
の

完
成
を
目
標
に
滋
賀
県
米
原

市
に
物
流
拠
点
を
新
設
す

る
。

　
東
洋
イ
ン
キ
Ｓ
Ｃ
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
は
埼
玉
県
の
製

造
拠
点
に
研
究
開
発
機
能
を

集
約
す
る
な
ど
、
マ
ザ
ー
プ

ラ
ン
ト
機
能
を
強
化
。
ま

た
、
大
日
精
化
工
業
は
関
東

と
中
部
、
近
畿
地
方
の
連
結

子
会
社
３
社
を
統
合
。
統
合

に
よ
り
経
営
の
合
理
化
や
意

思
決
定
の
迅
速
化
を
図
る
。

「
地
域
間
で
商
品
の
供
給
や

原
料
調
達
の
融
通
を
利
か
せ

や
す
い
」

同
社

と
い
っ

た
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
と
い

う
。

　

年
の
国
内
イ
ン
キ
出
荷

量
の
主
な
内
訳
は
食
品
包
装

な
ど
に
使
わ
れ
る
グ
ラ
ビ
ア

イ
ン
キ
が

％
、
書
籍
や
カ

タ
ロ
グ
、
雑
誌
、
チ
ラ
シ
な

ど
に
使
わ
れ
る
オ
フ
セ
ッ
ト

イ
ン
キ
が

％
だ
。
中
で
も

グ
ラ
ビ
ア
イ
ン
キ
は
食
品
包

装
材
の
小
口
化
が
進
ん
で
い

る
こ
と
で
、
日
本
で
も
需
要

が
堅
調
に
推
移
し
て
い
る
。


